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やっと全国的に梅雨明けを迎えました。待ちに待った夏本番です。学校が夏休みの
今月は、通常の研修会に加えて、小学校での研修会が３件も開催される予定です。
年々ＣＦＣＪの８月は忙しくなってきています。
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● 環境について
　
　暑い日が続くと、クーラーもかけっ放しになりがちです。部屋のなかはひんやりし
　ていても、外に置いた室外機から熱気が放出されます。この熱気が地球にとってい
　いものではない、と分かりつつも、健康を脅かすほど暑い環境に身をおくこともよ
　ろしくないでしょう。適切な温度での生活を心がけたいものです。
　ところで、環境ということで取り立たされるのは、ごみ問題。少子化が叫ばれるな
　か、人口が減るとごみの排出量も減少すると思われますが、人口の減った都道府県
　のうち約６０％でごみの排出量が増えていた、ということ。年齢が上がるにしたが
　って、食べ残しが多かったり、世帯あたりの人が減ることで小分けにした惣菜など
　を購入する機会が増えることで、ごみの排出量が増えるというもの。
　
　この夏休みに何か環境への工夫を一つしてみるのはいかがでしょう。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 私のセカンドステップ
　このコーナーでは、毎号レッスン１から順番に、レッスンで実践者が学んだこと、
　感じたこと、工夫してみたこと、レッスン中の子ども達の発言や様子、レッスン後
　の子ども達の変化など、そのレッスンにまつわることを寄せていただき、皆さんで
　セカンドステップでの経験を共有、共感できる場にしていきたいと思います。
　レッスン８「うっかり」と「わざと」の投稿をお待ちしております。
　たくさんの経験談やレッスンの様子をmmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>でお
　待ちしております！
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
●　ＣＦＣＪライブラリー
　「読み聞かせ」という言葉は、誰しもが耳にしたことがある言葉です。私も学生
　時代から何の疑問もなく今まで読み聞かせという言葉を使い、娘の小学校では読
　み聞かせのボランティアに参加してきました。
　以前メルマガで村川さんの投稿を読み、また５周年記念行事の際に実際にたくさ
　んの絵本を紹介していただき、今年の代田親子塾ではレッスンの最後に絵本を読
　むようになりました。
　子どもたちは集中して聞いてくれるのですがお母さん方にすごく好評で毎回絵本
　を読んで欲しいと要望が出るほどです。今日は、お母さんと一緒に（抱っこして
　もらって）というと子どもも親も照れてしまうので、お母さんにおいすになって
　もらってお話をきこう！・・・とやってみました。
　 『だめだめネコはこまったゾウ』作・絵はらだゆうこ　旺文社　2001

 　「なかよく輪になってダンスを踊っている動物たちに、ネコがいいました。みん
　なの形がバラバラで輪がきれいにみえないよ！ゾウの鼻が長いのもだめ、キリン
　の首が長いのもダメ。みんなにダメダメと言い続けるネコはとうとう・・・
　（表紙カバーから抜粋）」
　レッスンが終り、お母さんたちはなにやら井戸端会議。子どもたちは子どもたち
　で井戸端会議。片づけをしている私に「みんなちがってもいいんだよねー。」と
　３歳男児が話しかけてきました。それにつられて5歳男児は「ネコは意地悪だね。」
　それに対して5歳女児は「そうだそうだと言った他の動物も悪いよ。」5歳男児
　 「猫の顔がおかしかったねー。」なにやらブレーンストーミングが始まりました。
　ただ、レッスンの終りに淡々と絵本を読んでおしまいなのですがみんなとっても
　よく聞いてくれます。お母さんにタッチしながら絵本を見ている今日の子どもた
　ちの顔がいつもに増して嬉しそうに見ました。そしてのんびりとおだやかに過ぎ
　ていく時間の中で、絵本を読んでいる私がなんともいえない幸福感につつまれま
　した。すると、はたと妙な違和感に襲われてしまいました。「読み聞かせ」・・・
　何と恩着せがましい響きでしょう。絵本を媒介に、読んでいる方も聞いている
　方もどちらも同じ時間を共有しているのに。その雰囲気にもっとぴったりする言
　葉がないものかなぁと思いました。
　（代田親子塾　植村圭子）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● ７月８月のテーマ「セカンドステップ　私の日常への展開」　
　日常生活においては、「I　message」を心がけています。
　家族との会話や、友人との会話で。そうすることで、自分の心の持ちようも
　変わるように感じています。
　ただ・・・夫との会話においては、「あなたが・・・だから、～」という
　表現になることが、しばしば、いや多々あるのはなぜかしら・・・
　（福崎　由衣）
 　
　会員の皆さんが日常生活するにあたって取り入れているセカンドステップについて
　お聞かせ下さい。父親・母親として日々実行していること、職場で大人たちのやり
　取りで取り入れているセカンドステップのスキル、こうしたら彼・彼女との、そし
　て夫婦喧嘩を回避できた・・・など皆さんの体験談をお聞かせ下さい。
　mmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>にてお待ちしております。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● ＮＥＷＳ・フリー投稿コーナー
　◇　涼をとる　◇
　　環境について最初に触れましたが、涼をとる工夫の代表的なものは、うちわ・風
　　鈴・打ち水でしょう。それぞれ興味あるサイトや情報を見つけましたのでご紹介
　　します。
　　・自分で絵を描くうちわキット。夏休みの工作やお楽しみになりそうです。　
　　　http://www.i-uchiwa.com/　
　　
　　・老舗の風鈴屋さん。ところで、クリスマスシーズンにはツリーを飾る銀座
　　　ミキモト前には風鈴ツリーが登場していました。
　　　http://www.edofurin.com/

　
　　・打ち水イベントの紹介。http://www.y-matsuzakaya.co.jp/uchi.html

　気になったＮＥＷＳやご意見など、お気軽に　mmm@cfc-j.org

　 <mailto:mmm@cfc-j.org>　までお寄せください。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● お知らせ
　◇　理事会より　◇
　　6月30日に開催されました第59回理事会での話し合われた事柄の中からいくつ
　　かお知らせいたします。
　　・公教育への導入について
　　　6月のニュースレターにてお伝えしたとおり、今秋より東京都品川区内の小
　　　学校にてセカンドステップが導入されます。研修会は、来週開催です。品川
　　　区での大規模な導入にあわせて、セカンドステップの効果測定を品川区と共
　　　同で行う予定です。その研究内容についてお伝えできるのは、先になるかと
　　　思いますが、セカンドステップの実践校と非実践校と比較研究がされます。
　　・親子塾について
　　　現在のところ、世田谷、秦野、高槻、日立、横浜の5箇所で親子塾が認定され
　　　ています。
　◇　セカンドステップ実践に際してのお願い　◇
　　
　　セカンドステップの実践を行う場合は、事前にご連絡くださいますようお願いい
　　たします。どのような施設で、どの程度普及しているか、その現状等を事務局で
　　把握し、今後のＣＦＣＪや会員の皆様の活動の参考に資するように計画しており
　　ます。連絡書は、ホームページhttp://www.cfc-j.org/member/info.htmlからダ
　　ウンロードするか、事務局にお問い合わせ下さい。
　◇   会費納入依頼について　◇
　
　　既に皆さんにお送りしましたニュースレターに来期分会費納入の依頼をさせてい
　　ただいております。会費の金額ですが、みなさんの多くは賛助会員で年会費3,000円
　　となります。また、本会の会計年度は、9月より翌8月となっております。
　　ご不明の点ございましたら、どうぞ、お気軽に事務局までお問い合わせ下さい。
　◇　研修会ファシリテーターの募集　◇
　　次の研修会にてファシリテータヴを務めてくださる方を募集しています。
　　　新潟市内の小学校で開催される研修会(2006/8/24～25）
　　　第２３回研修会（開催日　2006/11/18～19、開催地　東京）
　　詳しくは、研修会ディレクター林さおり氏　hayashi-s@cfc-j.org

　　<mailto:hayashi-s@cfc-j.org>　までお問い合わせください。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 今後の研修会
　　第22回研修会（開催日　2006/8/5～6）　大阪
　　第23回研修会（開催日　2006/11/18～19）東京
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
投稿の際は、投稿者名（実名の可否、イニシャルなど）もご記入下さるよう
お願いいたします。
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